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ソフィア先生の逆転裁判２ part
～ユダヤの嘘を暴いてドイツの無罪を勝ち取れ～
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Ｓｕｂｊｅｃｔ：マイダネクのガス室について
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　「これより法廷を開廷します」
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　「弁護側、準備完了しています」
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　「検察側、準備完了しています」
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　「さて、今回はマイダネクのガス室についてです。

アルク検事、冒頭弁論をお願いします」
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　「了解した。

ナチスが絶滅計画用の収容所として――――」
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　「まだ絶滅計画にこだわってるのか？まとも立証もできないくせに」
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　「立証はすでに完了している。詳細は本を読め。Webに頼らず本を読め」
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　「その本がアレだから修正主義に傾く人が多いわけだが」
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　「だから本を読め。悪しきネオナチのプロパガンダに惑わされずに本を読め」
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　「壊れたスピーカーみたいに同じことを言うなよ。お前は大沢か？」
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　「大沢って誰？」
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　「さあ？」
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　「なぜ本を読まんのだ？　本を読めばこんなコンテンツを見る必要もないだろうに。

このシリーズの否定派の妄言は図書館で調べればすべて解決する」
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　「それで解決してないから世界中に否定派がいるわけなんだけど…」
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　「いい加減まともなソースを探してきたらどうなのだ？

ニッコーや、ニッコーがソースの言論対抗のページしかソースがないのでは否定派を論破することはできんぞ」

[image: image37.jpg]


　「ふっ、その必要はない。ニッコーは完璧に歴史修正主義（リビジョニズム）を論破している」
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　「んなことばっかり言ってるとホロコースト肯定派は某半島のキムチ民族と同レベルと思われるのも時間の問題だぜ。

実際、ホロコースト肯定派はこんな連中ばっかだしな」
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　参考資料：　アウシュビッツ収容所博物館元館長　カジュミシ・スモーレニ氏の証言
北欧旅行・アジア旅行専門店　ホライゾンのＷｅｂサイトより
（アドレス：www.aht.co.jp/czech/po%20data.htm）

ナチスの総督ヒットラーは、ナチス軍が1939年にポーランド占領後、ポーランド人の絶滅をはかり、ポーランド語教育を禁じた。同時に知識階層の逮捕、無差別の銃殺が行われた。ポーランド人は、名前を書けること、500まで数えられること、ドイツ人を尊敬することができればいいと教えられた。

（略）　囚人たちは、精神的に苦しんだ。ここから出ることができるか、出られとしたらいつか、それまで生きていることが出来るか、自問し、回答が出ずに苦悩した。耐えられない人の多くは自殺した。中でも女性囚人の自殺が多かった。飢え、過労、銃殺への恐怖などから、精神的におかしくなった。衰弱した囚人は、自分が何をしているのかわからなくなっている人が多かった。自殺は、収容所の周囲を囲む、電気が流れている有刺鉄線を触るだけでできた。しかし、その前に射殺される人も多かった。

（略）　体が弱った人の選別が行われ、早く殺された。選別は医師が行った。ここにいたＳＳ医師隊員は、犯罪者だった。ヨセフ・メンゲレ博士は人体実験をした。彼は、双子の実験に熱心だった。たとえば、双子の片方に薬を与え、片方には与えないとか、解剖して2人の違いを調べるとか。メンゲレは片目が青、片目が茶色という人を探した。見つかるとその人を殺し、眼球を取り出し、研究のためにベルリンの大学研究所へ送った。

（略）　私は、1920年にシレジア地方で生まれ、20歳のときに、フランスのポーランド軍に入隊しようとして国境近くで逮捕された。アウシュビッツ収容所には1940年７月６日に送られてきた。ドイツ語ができたので、４か月の重労働のあと、ＳＳの事務の仕事についた。囚人登録が仕事で、どこから何人くるかも知っていたし、ベルリンにいるアイヒマンにいつ何人きた、何人殺されたという報告文書を作った。44年に、囚人の姉とコンタクトが取れ、私たちの記録を写して、外へ出た折に、彼女に渡した。それは私の母にもわたった。そして、この中のことを記録として残すことができた。第11棟の報告書、ジプシー収容所の書類も、収容所の外の土に穴を掘り、埋めた。これは戦後に掘り出され、ビルケナウ収容所にいた２万人のジプシーの名簿がわかったが、そのほとんどは殺されていた。私は44年末にドイツの収容所へ移され、45年５月にようやく解放された。その後、大学の法学部に入り、卒業後に再びアウシュビッツに移り、35年近く博物館長を勤めた。
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　「ポーランド人絶滅計画・・・

カジュミシもうだめぽ」
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　「突っ込む気力もなくなる証言だな。

この元館長とやらは絶滅刑務所であるはずのアウシュビッツを生きたまま収容所の外に出てたわけか。

アンネ・フランクもそうだが、生きたまま外部に出ることを許可したら、極秘の絶滅計画とやらの存在が外部に知れてしまうだけだぞ。

まったくもって大した絶滅刑務所だ」
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　「わたしはネオナチになど屈しない。

わたしにはネオナチの妄言など聞こえない」
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　「むぅ、元館長の”裏付けのない証言”を疑ったらネオナチ認定されてしまったようだな。

千鳥、俺はどうすればいい？」
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　「あたしに聞かれても…」
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　「否定派の妄言は完璧に論破したので、さっそくマイダネクの説明をしよう」
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　「勝利宣言かよ。

やっぱりホロコースト肯定派は某半島のキムチ民族と同レベルなのかねぇ」
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　参考資料：カノンＳＳ「コリアンジェノサイダーnayuki」より
韓国名物：一人で勝手に勝利宣言。討論に負けそうになると韓国人が必ず最後に至る結果である。パターンは“日本人に論破されそうになる→話題を逸らして誤魔化し→日本人に冷静に指摘される→罵倒して誤魔化す→それも指摘される→勝手に勝利宣言→逃げ”と大体相場が決まっていたりする。
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　「冷戦の混乱でいろいろ”手違い”や”小さいミス”があったものの、現在ナチスが絶滅計画用の収容所として使用したとされているのはポーランド国内の６つの収容所だ」
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　参考資料：「アウシュヴィッツの争点」　著木村愛二
「事実上の定説」変更のあとに「ホロコースト」の現場としてのこったのは、旧ソ連占領地域の収容所であり、その中心がアウシュヴィッツだった。たとえば、絶滅説に立つ比較的にあたらしい著作を例に挙げると、一九九三年に日本語版が出版された『沈黙の遺産』という本では、「絶滅収容所」を、つぎのように説明している。
「ガス室をそなえ、ユダヤ人の大量虐殺を第一の目的に掲げていた収容所。ヘウムノ、アウシュヴィッツ、ベウジッツ、ソビボール、トレブリンカ、マイダネクの全六ヵ所で、すべてポーランドに建設された」シュテーグリッヒ判事の著書『アウシュヴィッツ／判事の証拠調べ』によると、一九五〇年代までは、アウシュヴィッツはそれほど重視されていなかった。ところが一九六〇年以降、フランクルの『夜と霧』や、それをもとにした映像作品などによって、にわかにアウシュヴィッツの「惨劇」がクローズアップされはじめた。アウシュヴィッツには間違いなしに「ガス室」があったというのだ。
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　「そして前回までのやり取りでアウシュビッツが絶滅収容所だったことは立証された」

[image: image52.jpg]


　「されたっけ？」
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　「されたの！

ごほん、ナチスは東部戦線から撤退するときに証拠の隠滅を行ったため、現在ガス室が現存しているのはアウシュビッツを覗けばマイダネクだけということになる」

　

[image: image54.jpg]


　参考資料：「ホロコースト裁判―――ツンデル裁判記録より―――」著歴史修正主義研究会
Ｈ：検事側証人ヒルバーグ　Ｃ：弁護人クリスティ
（アドレス：www002.upp.so-net.ne.jp/revisionist/holocaust_trial.htm）
＜第六の尋問：「ガス室」＞
Ｈ：虫が消毒されたですって。建物が消毒されたのです。虫は殺されました。チクロンＢの「Ｂ」はガスの強さを表しています。当初は、目的に応じて、少なくともチクロンＣとＢがありました。
Ｃ：教えていただきたいのは、殺人目的でチクロンＢ（青酸）を使ったガス室の分析に関する科学的な報告を一つでも知っているかということです。
Ｈ：ソ連・ポーランドのマイダネク調査委員会の報告にないとすれば、私はそのような報告を知りません。ルブリンのガス室あるいはマイダネクのガス室以外には、アウシュヴィッツの一つのガス室だけが存在しているだけであり、他にはガス室は残っていないからです。
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　「マイダネク収容所は、SSによる正式名称を「ルブリン強制収容所」という。

この収容所はポーランド・ルブリン市内からごく近いところに位置し、「マイダネク」の名は近くの村名「マイダン」に由来する。

ＳＳ長官ハインリヒ・ヒムラーは1941年に行った巡回旅行の際、リヴォフやザモシチへの交通要所に強制収容所の設置を決定。

オディロ・グロボクニク（ルブリン管区の親衛隊と保安警察の長）が責任を負うことになった。

1941年6月22日のバルバロッサ作戦まではドイツとソ連はポーランドを二分しており、ポーランドは東部領域はソ連に占領され、西部領域はドイツに統合されていた。

残された部分は中央の総督府領と呼ばれる地域で、絶滅刑務所として有名なマイダネク、トレブリンカ、ベルゼックはこの総督府領内にあった。

1941年7月に強制収容所の設置が決定され、同年10月にはルブリン市の南東に発足した」
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↑　マイダネク強制収容所跡国立博物館の地図１（上図の右下）
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　「まもなく、マイダネクは総督府の領内でもっとも大きな強制収容所となっていった。

非ユダヤ系およびユダヤ系のポーランド市民が収容者の大部分を占めていたが、様々な他国からの人々、若干のソ連軍捕虜が収容されるようになっていった。

独ソ戦末期の1944年7月23日、ソ連軍はマイダネク強制収容所を解放。

だが、赤軍がここで発見したのは、約1500名の収容者にすぎなかった。

その他の人々は、数ヶ月前に、西部に移送されていた。

この絶滅収容所では、一酸化炭素ガスと青酸ガスによる大量殺人が行われ何百万人が殺された。

現在、マイダネク強制収容所跡は観光名所となって入り口のモニュメントや犠牲者の灰を展示した巨大なコンクリートの霊廟（れいびょう）がある」
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↑　マイダネク強制収容所跡国立博物館地図２
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↑　マイダネク収容所の航空写真
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↑左：　マイダネクの焼却棟（CREMATORIUM）の外見
　 右：　マイダネクの焼却棟（CREMATORIUM）の内部
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↑　マイダネクのガス室の内部（GAS CHAMBERS）
左を見ると壁に青い染み（プロシアンブルー）がある。
これはこの部屋で青酸がばら撒かれたことを意味している。
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　「もっとも集中的に犯罪目的のために使われたとされる部屋（上の写真）は、もともとは、本物のチクロンBのガス室であったので、物的証拠を過小評価すべきではない。

これらの部屋でシアン（青酸）ガスが使われたことは、壁に残っている大きな青いしみによって明らかであることが簡単に証明できるからだ。

独ソ戦末期、撤退するドイツ軍は証拠隠滅に失敗し、ソ連軍はほぼ無傷でこのマイダネク収容所を占領することができた。

7月23日のマイダネク占領から2週間も経たない1944年8月4日、ポーランド・ソ連委員会は、この収容所の大量ガス処刑施設といわれている場所を技術的・化学的に検証した。

この作業は8月23日に終了した。

マイダネクについての簡単な説明はこんなところだろう」

[image: image64.jpg]


　「大まかな状況についてはわかりました。

ではアルク検事、マイダネクのガス室の殺人を目撃した証人の入廷をお願いします」
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　「………」
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　「？　　どうしました？」
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　「検察が答えられないのも無理はないぜ」
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　「弁護人、それは何故ですか？」
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　「簡単ですよ。

マイダネクのガス殺の目撃した証人はいないからです」
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